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ような検討をおこなうことであるU 第 1，"7ー ケティ Y グの目的は，そもそも








































































1) P. Kotler， Marketing Management， 5th ed.， 1984 























2) P. F. Drucker， The Practice 0/ Management， 1954 
3) 顧客の創造は謀利教授によれば， r酎または用役目産出」と同じ意味をもっ C解される。しか




る致命的原理は1 経百守的成果であるoJP. F. Drucker. The Practice 01 Mαnagement， p. 7 
マー ケアィング白目的をめぐる若干町問題 (83) 83 
期「シアズローバック社を企業に創りあげるためには顧客や市場の分析，とり
わけ農民が何を価値と考えているかの分析が必要であった。さらに5つの領域






















































7) P. F. Drucker，中 cit.， p. 77. 
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9) 橋本執 「現代商業宇J.昭和46年.68ベー ジ。重回澄男，独占利潤.iマルグス経済学講座」
第2巻昭和38伝 126ベーシ。





導く， と考えよう O これを我々はマーケアィ/';7'効果と呼ω ことにするロプラ
ンドカによる市場支配力がもたら「価格，利潤をいま仮に支配価格，支配利潤






































































































10) 山本義徳，フロダクト ヲイフサイグルをゐぐる諸問題. I阪南論集」社会科学編，第20巻第
2号，昭和59年。



























11) 副島樟典訳 レー ニン「いわゆる市場開顕について L昭和46年， 3←37ヘージ。


























12) 山本義低独占の形成と独占。市場行動森下二次也監修「マー ケテインクお経済論」上巻j 昭
和47年， 69-71ベージ。



























































以上J 本稿では企業目的ないしマーケティ Y グの目的を聞い，仮説としてマ
ーケッ}シェアを呈示した。その場合も利潤は依然、として重要な目的のひとつ
ではあろう。しかしそれは二次的な地位に落ちる，と考えられる。企業は本来
利潤を追求「るものtあった。それは生産を掌握することによって労働者から
利潤を得てきた。しかしながら資本主義の独占段階が進行すると大企業の主要
な利潤源は市場の掌握から生まれるようになる。大企業はマーケティ'/!f効果
に上って，生産費+流通費+平均利潤相当部分を上向る支配利潤を獲得し支
配{同格で商品事?販売するD この支配利潤を長期に最大化することは，マーケテ
ィングの目的をマーケットシェアの獲得とすることからもたらされる。そして
競争の中でマーケットシェアを獲得することは，逆に当初の目的とは違って長
期利潤の最大化をもたらすとは限らない。したがって企業目的はマーケット γ
ェアの獲得そのものとなる。顧客の創造，需要創造は確かに個々の企業によっ
てなされることが可能ではあろう。しかしそれは企業目的としては主観的なも
のになる恐れがある。需要創造にみえる大部分は市場争奪，産業需要の移転に
よるものであろう。
最後に，本稿に提示した仮説はせいぜいのところ着想リ悪くすれば気まぐれ
のレベルにとどまる恐れが充分にある。しかし従来経営学においては目的が議
論されたことはあっても1ペマーケテイング論においてはその目的が等閑視さ
れてきた，あるいは所与とされてきたといってよし、。本稿はこの点をめぐって，
利潤とマーケットシェアに絞って検討した。しかし，論点が充分整理されてい
るとは言い難いυ 仮説の再検討，修正を含めて後日を期したい。
14) 例えば藻刺重隆氏の「経営学の基礎J，昭和37年，改訂版参照。
